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上地区から市域全体

※�学生団体Ｅ４（イーフォー）…公益社団法人秦野青年会議所が主催した「秦野高校生議会2018」の参加者有志が中心となって立ち上げた高校生団体。Eager（熱心に）、Enjoy（楽しく）、Effort
（努力を怠らず）、Effect（私たちの秦野に良い影響を与えられるように活動しよう）という思いが込められている。

用語解説

　

定
例
月
会
議
初
日
に
示
さ
れ
た
市
長
の
施
政
方
針
や
令
和
４
年
度
予
算
に
対

し
て
３
月
１
日
、
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
各
会
派
か
ら
の
代
表
者
６
人
に

よ
り
「
代
表
質
問
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、
質
問
と
答

弁
の
要
旨
を
掲
載
）

　

各
議
員
の
記
事
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
代
表
質
問
の
動
画
を
視
聴
で
き

ま
す
。（
通
信
費
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

施
政
方
針
に

　
　対
す
る

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
市
長
が
公
約
に
掲
げ
る
「
５
つ
の

誓
い
２
０
２
２
」
の
実
現
へ
の
想
い
と
、

今
後
の
市
政
運
営
に
向
け
た
市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
多
く
の
市
民
の
想
い
や
願
い
を
集

約
し
、
本
市
の
未
来
を
見
定
め
た
上
で

新
た
な
目
標
と
し
て
掲
げ
た
施
策
を
具

体
化
す
る
。
夢
と
希
望
に
満
ち
た
「
ふ

る
さ
と
秦
野
」
の
た
め
、
全
身
全
霊
で

市
政
運
営
に
当
た
る
覚
悟
で
あ
る
。

要
望　
本
市
を
愛
す
る
先
人
た
ち
、
地

域
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
新
東
名
高
速

道
路
の
開
通
を
契
機
に
、
全
国
屈
指
の

森
林
観
光
都
市
に
導
い
て
ほ
し
い
。

二　
新
年
度
予
算
の
基
本
姿
勢
と
評
価

に
つ
い
て

問　
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
が
必

要
な
中
、
過
去
最
大
と
な
る
令
和
４
年

度
予
算
の
基
本
姿
勢
と
評
価
は
ど
う
か
。

答　
新
型
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
社
会

一　
総
合
計
画
と
５
つ
の
誓
い
と
令
和

４
年
度
予
算
の
関
係
性
に
つ
い
て

問　
総
合
計
画
に
対
し
、
市
長
選
挙
で

掲
げ
ら
れ
た
「
５
つ
の
誓
い
」
で
は
、

２
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理

由
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
「
５
つ
の
誓
い
」
は
総
合
計
画
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ベ
ー

ス
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
２
つ
の
想

い
を
加
え
た
。
一
つ
目
は
、
４
駅
周
辺

を
持
続
可
能
な
都
市
拠
点
と
し
て
全
体

的
に
底
上
げ
し
た
い
と
の
想
い
で
あ
り
、

民
間
活
力
を
生
か
す
起
爆
剤
と
し
て
、

に
ぎ
わ
い
の
創
造
を
推
進
し
て
い
く
。

も
う
一
つ
は
、
新
た
な
課
題
に
積
極
果

敢
に
挑
戦
で
き
る
職
場
風
土
や
、
人
材

を
育
み
た
い
と
の
想
い
か
ら
加
え
た
市

役
所
改
革
で
あ
る
。
「
１
人
の
百
歩
よ

経
済
活
動
の
両
立
を
最
優
先
に
総
力
を

挙
げ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

将
来
の
財
政
需
要
を
見
極
め
、
都
市
像

実
現
に
向
け
た
施
策
に
重
点
配
分
し
た
。

三　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
充
実

に
つ
い
て

問　
全
て
の
人
が
元
気
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
創
出
に
向
け
た
、

支
援
の
充
実
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
互
い
に
尊
重
さ
れ
共
に
支
え
合
う

地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
地
域
や

関
係
機
関
と
連
携
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
や
就
労
機
会
の
充
実
を
図
る
。

四　
教
育
水
準
の
改
善
・
向
上
に
つ
い

て問　
民
間
や
地
域
と
連
携
し
た
学
習
支

援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え

た
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
力
を
生
か
し
た
寺
子
屋
方
式

の
放
課
後
学
習
支
援
事
業
や
非
認
知
能

力
に
着
目
し
た
学
力
向
上
施
策
で
あ
る

学
び
の
基
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
令
和

４
年
度
に
お
い
て
一
層
の
拡
充
を
図
る
。

五　
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
充
実
に

つ
い
て

問　
特
色
あ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
質

の
充
実
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
要

素
だ
が
、
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
育
水
準
の
向
上
に
は
集
団
性
の

確
保
が
重
要
と
な
る
。
引
き
続
き
、
よ

り
良
い
幼
児
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

六　
表
丹
沢
魅
力
づ
く
り
構
想
の
推
進

り
百
人
の
１
歩
」
を
目
指
す
と
共
に
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
文
字
通
り
「
市

民
の
役
に
立
つ
所
」
を
目
指
す
。

問　

４
年
度
予
算
に
は
「
５
つ
の
誓

い
」
が
、
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
、
４
年

度
で
は
ど
れ
ほ
ど
実
現
す
る
の
か
。

答　
市
長
選
挙
時
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

掲
げ
た
項
目
の
９
割
以
上
に
対
し
、
予

算
配
分
を
行
っ
た
。
実
現
率
を
一
概
に

答
え
る
の
は
困
難
だ
が
、
任
期
中
に
お

け
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
い
た
上
で
着

実
に
前
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
「
全
国
屈
指
の
森
林
観
光
都
市
」

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

森も
り林
に
光
を
当
て
、
全
国
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
」
、「
自
然
と
都
市
機
能
が

調
和
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
を
創
造
し

一　
全
国
屈
指
の
森
林
観
光
都
市
に
つ

い
て

問　
全
国
屈
指
の
森
林
観
光
都
市
を
目

指
す
に
当
た
り
、
本
市
が
誇
る
表
丹
沢

の
森
林
資
源
の
活
用
と
、
小
田
急
線
４

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
と
の
つ
な
が

り
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
域
の
53
％
を
占
め
る
森
林
を
含

む
表
丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
に
加
え
、
駅

周
辺
の
土
地
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

豊
か
な
自
然
と
活
気
あ
る
市
街
地
に
多

く
の
来
訪
者
を
迎
え
た
い
。

二　
学
校
給
食
と
地
産
地
消
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
12
月
に
始
ま
っ
た
中
学

校
給
食
に
地
場
産
品
の
活
用
が
決
ま
っ

た
が
、
国
に
よ
る
有
機
農
業
の
推
進
を

踏
ま
え
、
有
機
農
産
物
を
学
校
給
食
に

取
り
入
れ
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
給
食
費
を
財
源
と
す
る
学
校
給
食

に
お
い
て
は
有
機
農
業
の
付
加
価
値
を

価
格
に
転
嫁
し
づ
ら
い
面
は
あ
る
が
、

食
育
と
し
て
の
効
果
を
踏
ま
え
、
供
給

に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。

要
望　
全
て
秦
野
産
の
食
材
を
用
い
た

給
食
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

残
さ
の
資
源
化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

三　
移
住
・
定
住
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
は
約
４
０
０
人
の
転

入
超
過
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
移
住
の
機

運
を
的
確
に
捉
え
る
に
は
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
に
よ
る
丁
寧
な
対
応
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
住
宅
政
策
・
移
住
相
談
担
当
を
新

設
し
、
移
住
に
関
す
る
総
合
的
な
窓
口

と
し
て
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
た
い
。

要
望　
４
年
度
に
作
成
す
る
移
住
・
定

住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
子
育
て
や
教

育
な
ど
の
情
報
も
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
。

四　
市
民
と
行
政
が
共
に
力
を
合
わ
せ

て
創
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
高

校
生
議
会
を
受
け
※
学
生
団
体
Ｅ
４
か

ら
陳
情
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
と
な
る
若
者
の
参
画
が
必

要
だ
が
、
活
動
拠
点
の
整
備
は
ど
う
か
。

答　
駅
周
辺
な
ど
利
便
性
の
高
い
拠
点

を
求
め
る
声
を
踏
ま
え
、
県
が
進
め
る

県
道
７
０
５
号
の
整
備
に
合
わ
せ
て
活

動
拠
点
の
整
備
を
検
討
し
た
い
。

創  
和  
会　
　
福
森　
真
司

夢
・
希
望
を
持
ち
実
現
で
き
る

ふ
る
さ
と
秦
野
を
目
指
し
て

市
民
ク
ラ
ブ　
　
大
野　
祐
司

「
５
つ
の
誓
い
２
０
２
２
」の

着
実
な
推
進
を
望
む

公  

明  

党　
　
中
村　
英
仁

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

一
層
の
配
慮
を

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　
風
間　
正
子

表
丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
と
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
創
造
の
一
体
的
な
推
進
を

に
つ
い
て

問　
構
想
の
具
現
化
に
は
、
都
心
か
ら

近
い
山
岳
・
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

聖
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
必
要
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
表
丹
沢
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
総

合
Ｈ
Ｐ
の
運
用
や
、
通
年
の
体
験
を
ま

と
め
た
（
仮
称
）
表
丹
沢
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
構
築
な
ど
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

要
望　
多
く
の
人
が
本
市
の
魅
力
を
知

り
、
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
積
極
的
な

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
ほ
し
い
。

七　
戸
川
土
地
区
画
整
理
準
備
組
合
へ

の
技
術
支
援
に
つ
い
て

問　
権
利
者
の
合
意
形
成
を
図
る
取
り

た
い
」
と
い
う
決
意
を
表
し
た
も
の
で

あ
る
。
他
の
地
域
に
類
を
見
な
い
地
域

資
源
が
広
く
点
在
し
、
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
本
市
の
新
た
な
ま
ち
の

姿
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

二　
電
子
地
域
通
貨
の
導
入
検
討
に
つ

い
て

問　
以
前
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
対

策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
な
ど
の
紙
媒
体
を
用
い
て
い
た
が
、

電
子
媒
体
と
す
る
理
由
は
何
か
。

答　
紙
媒
体
で
の
多
大
な
業
務
負
担
な

ど
が
課
題
だ
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

意
識
し
電
子
媒
体
の
導
入
を
検
討
す
る
。

組
み
を
着
々
と
進
め
て
い
る
が
、
組
合

設
立
ま
で
の
展
望
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
準
備
組
合
で
は
、
事
業

計
画
案
の
確
定
、
仮
同
意
の
収
集
、
関

係
機
関
協
議
、
業
務
代
行
予
定
者
の
決

定
を
順
次
進
め
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
準
備
組
合
、
業
務
代
行
予
定
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
話
し
合
い
に
よ
り
事
業

へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

一　
新
型
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て

問　
感
染
拡
大
防
止
の
鍵
は
ワ
ク
チ
ン

だ
と
考
え
る
が
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

の
接
種
券
の
発
送
や
情
報
提
供
、
接
種

体
制
に
つ
い
て
、
本
市
の
対
応
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
本
人
や
保
護
者
に
接
種
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
厚
生
労
働

省
や
本
市
が
作
成
し
た
小
児
向
け
の
案

内
を
同
封
し
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。

接
種
は
令
和
４
年
４
月
７
日
よ
り
開
始

す
る
た
め
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ

う
集
団
接
種
会
場
に
は
小
児
科
医
師
を

配
置
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

二　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
市
内
の
通
学
路
の
点
検
や
安
全
対

策
が
必
要
と
感
じ
る
が
、
令
和
４
年
度

に
お
け
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
４
年
度
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
や
啓
発

看
板
の
設
置
に
加
え
、
運
転
者
の
視
覚

に
直
接
訴
え
る
よ
う
な
路
面
標
示
に
よ

る
対
策
を
進
め
る
。

三　
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
・
家

庭
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
令
和
４
年
度
に
お
け
る
、
児
童
虐

待
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
の
問
題
へ

の
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
重
い
負

担
を
担
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、
表

面
化
し
に
く
い
家
庭
内
の
複
合
的
な
課

題
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
福
祉
や

教
育
、
医
療
な
ど
の
関
係
機
関
の
職
員

に
向
け
た
周
知
や
研
修
、
広
く
市
民
に

向
け
た
学
ぶ
機
会
の
確
保
に
取
り
組
む
。

四　
園
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
つ
い

て問　
本
市
で
は
、
10
年
以
上
に
わ
た
り

園
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
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と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
の
推
進
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
誰
も
が
輝
く
暮
ら
し
良
い
都ま
ち市
を

目
指
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推

進
を
図
る
た
め
、
新
た
に
特
別
支
援
教

育
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
就

学
前
と
義
務
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
強

化
す
る
。
ま
た
、
国
が
新
た
に
始
め
る

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連

携
も
視
野
に
入
れ
準
備
を
進
め
て
い
る
。


